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研究要旨 

本研究は，建設作業者のリスクテイキング行動による労働災害を防止するため，労働者

がなぜリスク回避行動（またはリスクテイキング行動）をとるのかという「行動前」に着

目したアプローチと，労働者のリスクテイキング行動（またはリスク回避行動）を検出し

評価するという「行動後」に着目したアプローチによる研究を実施している． 

「行動前」に着目したアプローチとして分担研究１『建設作業者の安全行動を促進する

安全教育ツールの試作』を行った．分担研究 1 では建設作業者を対象としたインタビュー

調査（令和 3 年度）と質問紙調査（令和 4 年度）により建設作業者が「ケガ・事故後の自

己・他者への影響の認識」をすることが安全行動を促進することが明らかになったことか

ら，この結果をもとに，建設作業者が労働災害に遭った時に自己や他者へどのような影響

があるかについて具体的にイメージできるようにする安全教育ツールの原案を作成した．

さらに，安全教育ツールの建設業での適用可能性を高める方法やツールの内容の適切さを

検討するため，ハウスメーカーA 社の安全担当者にヒアリング調査を行った．その結果，

カードや実施手順のワークブックの項目，デザインに関する修正の指摘があったため，そ

れらをもとにカードを修正し，試作版を完成させた．また，ツールの建設業での適用可能

性を高めるために，ツールによる訓練効果や実施の満足感の必要性，実施方法の工夫点に

ついて意見を得ることができた．建設作業者の安全教育ツールによる訓練効果を検証する

こと，ツール使用のモチベーションを高める仕掛けを検討することが今後の課題である． 

次に，「行動後」に着目したアプローチにとして分担研究 2『動画像解析を用いた脚立作

業の危険検知システムの開発』と分担研究３『メタ認知能力向上のための教材ツールの開

発と評価』を行った．分担研究 2 では，脚立作業に起因する労働災害の未然防止を目指し，

脚立作業中の動画像から危険性の高い作業を検知・警告するシステムについて検討した．

脚立への立ち方と設置位置が脚立作業の安全性と効率性について調査した先行研究をもと

に，脚立作業における危険な作業の特性について検討した．その結果，脚立作業における

作業点に対して作業者の重心が中心からずれることにより作業のやりにくくなり，作業に

要する時間も長くなった．そこで，脚立作業時の作業者の重心に着目し，作業者の危険検

知システムを設計・開発した．撮影された動画像から脚立と作業者を検出し，作業者の 3

次元骨格データから脚立への立ち方と重心位置を推定する．そして，先行研究をもとに予

め作成された外れ値検出プログラムを用いて，入力データが正常値（安全作業）か外れ値

（危険作業）かを判定するものであった．実験室内の検証実験では，作業者の危険を正し
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く検知することが可能であることが確認された．今後は本研究で開発した危険検知システ

ムの実際の現場での有用性を検証する予定である．また，本システムの発展的な活用方法

として，作業者と本システムのインタラクションのあり方も含めて検討を進める予定であ

る． 

分担研究 3 では，建設現場における脚立作業の安全性向上を目的として，作業者のメタ

認知能力を高める教育手法の検証と，実践的な安全教材の開発を行った．まず他者の作業

動画を評価し，自身の作業を振り返ることによるメタ認知能力の向上が脚立作業の安全性

に及ぼす影響を実験で検証した．その結果，自身の作業を振り返った群は，準備段階や脚

立上での作業において安全性の向上傾向が見られたが，統計的有意差は認められなかった．

次に，動画を活用した安全教材「脚立の安全な使い方ワークブック」を開発した．この教

材は，他者評価と自己振り返りのプロセスを含み，メタ認知能力と安全意識の向上を目指

すものであった．開発した教材の効果を検証するための調査を実施した結果，参加者の脚

立使用ルールに対する知識と，他者作業の評価を通じて，自身の安全性に対する自己評価

が有意に低下することが明らかになり，メタ認知能力の向上が示唆された．本研究を通じ

て，メタ認知能力を育成するプロセスの重要性と，他者評価と自己振り返りを組み込んだ

実践的な安全教育の有効性が示された．今後は自己評価の精度向上など，さらなる検討課

題も残されている． 
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A．研究目的 

建設業は他業種に比べ死亡リスクの高い業種である．厚生労働省が推進する第 14 次労働

災害防止計画（2023～2027 年度）の中でも，建設業は業種別の労働災害防止対策の推進の

対象業種として挙げられ，2027 年までのアウトカム指標として死亡者数を 2022 年度と比

較して 15％減少させることが目標とされている[1]．このような状況から，建設業ではす

でに様々な工学的対策（例えば，設備・保護具の使用の義務化）や管理的対策（例えば，

法令で決められた安全教育，自主的な安全活動）が実施されている．その一方で，建設現

場では作業者の不適切な行動により多くの労働災害が発生していることが指摘されており

[2]，従来の対策だけでは“設備・保護具を適切に使用しない”，“危ないとわかっていて不

安全な行動をする”などの労働者のリスクテイキング行動による労働災害を防止するのは難

しい． 

建設業における労働者のリスクテイキング行動や安全行動に関して，先行研究を概観す

ると，国外ではリスクテイキング行動や安全行動を促進する組織的要因や個人的要因等が

調査により明らかにされている[3]～[6]．しかし，社会経済的特性や文化が異なるためそ

れらの知見を我が国へそのまま適用できるかどうかは不明である．また，行動科学に基づ

く安全行動の介入アプローチとして，作業者の行動自体に着目し，作業者とともに安全行

動の目標設定をしたうえで，管理者等の観察者が作業者の安全行動に関する観察結果を作

業者へフィードバックすることにより，作業者の安全行動を促進させる取り組みが実施さ

れている[7][8]．これらにより安全行動が向上することが明らかにされているが，現場に

適用するには実施コスト等の面で課題が残る．これらのことから，建設作業者のリスクテ

イキング行動による労働災害防止のため，さらに多角的な対策を検討する必要がある． 

労働者のリスクテイキング行動を抑制しリスク回避行動（安全行動）を促進するには，

労働者の行動前に着目し，①労働者がなぜリスク回避行動（またはリスクテイキング行動）

をとるのかという認知的要因を明らかにするアプローチと，行動後に着目し②労働者のリ

スクテイキング行動（またはリスク回避行動）を検出し評価するアプローチの両面からの

研究を実施し，それらの知見を基に安全教育や安全対策へどのように展開するかについて

検討することが重要である．令和 5 年度は，令和 3 年度と令和 4 年度の研究成果をもとに

分担研究 1～3 を実施した．①については分担研究 1『建設作業者の安全行動を促進する安

全教育ツールの試作』として，令和３年度と令和４年度の結果から建設作業者の安全行動

の促進要因を明らかにし，それに基づき建設作業者の安全行動を促進するための安全教育
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ツールを試作した．また，②については，分担研究 2『動画像解析を用いた脚立作業の危

険検知システムの開発』として，作業者の危険作業の特性の分析結果をもとに，脚立から

の墜落・転落の可能性のある作業を検知する危険検知システムを設計開発し，実験室実験

により有用性を検証した．さらに，分担研究 3『メタ認知能力向上のための教材ツールの

開発と評価』として，他者の作業映像の安全性を評価し，自分の作業を振り返ることで作

業の安全性向上について実験的に検討した．また，この結果に基づき，メタ認知能力向上

に資する教材を作成した． 

 

A-1．分担研究 1：『建設作業者の安全行動を促進する安全教育ツールの試作』 

建設作業者を対象としたインタビュー調査（令和 3 年度）と質問紙調査（令和 4 年度）

の結果から得られた建設作業者の安全行動を促進する要因をもとに，建設作業者の安全行

動を促進する安全教育ツールを試作することを目的とする． 

 

A-2．分担研究 2：『動画像解析を用いた脚立作業の危険検知システムの開発』 

脚立作業に起因する墜落・転落などの労働災害の未然防止を目指し，脚立作業における

危険な作業の特性を分析する．そして，危険な作業の特性を理解した上で，脚立から墜

落・転落の可能性がある作業に対して警告を発する危険検知システムを開発し，その可能

性を検討することを目的とする． 

 

A-3．分担研究 3：『メタ認知能力向上のための教材ツールの開発と評価』 

令和 3 年度の結果を踏まえ，映像の匿名化を行わずに，他者の作業映像を評価し，評価

者視点を身に着けた上で，自分の作業を振り返ることにより，作業の安全性が向上するか

を検討する．この結果に基づき，現場で活用しやすいメタ認知能力向上に資する教材を開

発し，効果検証を行う． 

 

B．研究方法 

 分担研究 1～3 の研究方法は以下の通りであった． 

 

B-1．分担研究 1：『建設作業者の安全行動を促進する安全教育ツールの試作』 

建設作業者を対象としたインタビュー調査（令和 3 年度）と質問紙調査（令和 4 年度）
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の研究の結果，建設作業者は労働災害に遭った後に自己や他者へ及ぼす影響を具体的に認

識していることが安全行動につながることが明らかになった．このことから，建設作業者

が労働災害に遭った後の自己や他者への影響をイメージするための安全教育ツールとして，

カードゲームの原案を試作した．さらに，ハウスメーカーA 社の安全担当者 2 名を対象に，

安全教育ツールの内容の適切さと建設業でのツールの適用可能性に関してヒアリング調査

を行った．具体的には，「安全教育ツールの内容」，建設業での「安全教育ツールによる安

全教育を実施する状況・タイミング」，「安全教育ツールを使っていただくために必要なこ

と」，「安全教育ツールを使い続けていただくために必要なこと」について意見を伺い，そ

の結果をもとに安全教育ツールの試作版を作成した．加えて，令和 4 年度に実施した質問

紙調査の結果を一般の方々にも理解しやすいように，インフォグラフィックスを作成した． 

 

B-2．分担研究 2：『動画像解析を用いた脚立作業の危険検知システムの開発』 

脚立への立ち方と設置位置が脚立作業の安全性と効率性について調査した先行研究の実

験データをもとに，脚立作業における危険な作業の特性について検討した．そして，脚立

作業時の作業者の重心に着目し，作業者の危険検知システムを設計・開発した． 

 

B-3．分担研究 3：『メタ認知能力向上のための教材ツールの開発と評価』 

本研究では，建設現場での脚立作業の安全性を向上させることを目指し，作業者のメタ

認知能力を高める教育手法と安全教材を開発し，その効果を評価した．具体的には，大学

生 20 名を対象に，他者の動画を評価し自己の作業を振り返る行為が安全性に与える影響を

検証する実験を行った．参加者をメタ認知群と非メタ認知群の 2 つのグループに分け，メ

タ認知群は初回の脚立作業後に自身の動画を振り返り，その経験を踏まえて二回目の作業

を行い，非メタ認知群は振り返りをせずに二回目の作業を直接実施した．作業の安全性は，

専門家が脚立選び，設置，昇り降り，作業の各段階で評価した． 

上記研究結果を踏まえ開発した「脚立の安全な使い方ワークブック」の効果を評価する

ために実施された調査研究では，建設業に従事する脚立使用者 200 名をオンライン調査の

対象とした．調査は，参加者が最初に自身の脚立作業の安全性を評価することから始めた．

その後，特定の脚立使用ルールに関する教育動画を視聴し，各ルールの認知度と遵守状況

を評価した．次に，ルール違反が含まれる作業映像を見て，映像中の人物のルール遵守状

況を評価した．最終的には，自身の脚立作業の安全性を再評価し，調査開始前後の自己評



8 
 

価の変化を分析した．このプロセスを通じて，教材が脚立使用時の安全性に対する自己認

識にどのような影響を与えたかを検証した． 

 

C．研究結果・考察 

分担研究 1～3 の研究結果・考察は以下の通りであった． 

 

C-1．分担研究 1：『建設作業者の安全行動を促進する安全教育ツールの試作』 

建設作業者の労働災害後の自己や他者への影響をイメージするカードゲームの原案とし

て，7 つの手順を検討した．7 つの手順は，①起きそうな労働災害を全員でイメージする，

②被災者を決める，③被災者のケガの重篤度を決める，④各自の労働災害直後の対処行動

をイメージする，⑤労働災害の自分や他人への影響をイメージする，⑥自分や他人との良

好な状態をイメージする，⑦安全行動をイメージする，であった． 

ハウスメーカーA 社の安全担当者 2 名を対象としたヒアリング調査の結果，安全教育ツ

ールの内容について，「③被災者のケガの重篤度を決める」のケガの種類と休業期間の修

正，「④各自の労働災害直後の対処行動をイメージする」の表現の修正，「⑤労働災害の自

分や他人への影響をイメージする」の項目の追加，「⑥自分や他人との良好な状態をイメ

ージする」の具体例の追加，「⑦安全行動をイメージする」の記入欄の修正に関する指摘

があった．これらの指摘をもとに，内容を修正し試作版を完成させた．ツールの建設業で

の適用可能性の向上について，訓練効果や「やって良かった」という実施の満足感が必要

なこと，「事例のパターン（事故の型）を増やす」，「5 年に一度実施する」という実施方法

の工夫について意見を得ることができた． 

今後は安全教育ツールによる訓練の効果を検証すること，安全教育ツールの使用に関し

てモチベーションを高めるような仕掛けを検討することが課題である． 

 

C-2．分担研究 2：『動画像解析を用いた脚立作業の危険検知システムの開発』 

脚立への立ち方と設置位置が脚立作業の安全性と効率性について調査した先行研究の実

験データをもとに，脚立作業における危険な作業の特性について検討した結果，脚立作業

における作業点に対して作業者の重心が中心から左右，あるいは，前後方向にずれるにつ

れて主観的な作業のやりにくさが高くなり，かつ，作業に要する時間も長くなることが確

認された． 
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そこで次に，脚立作業時の作業者の重心に着目し，作業者の危険検知システムを設計・

開発した．具体的には，カメラで撮影された動画像から脚立と作業者を検出し，作業者の

3 次元骨格データから脚立への立ち方(片側 or またぎ)と重心位置を推定する．そして，先

行研究の実験データを用いて予め作成された外れ値検出プログラムを用いて，入力データ

が正常値（安全作業）か外れ値（危険作業）かを判定し，外れ値として検出された作業に

対しては，音や光を用いて作業者に対してその危険性を警告するものである．実験室内の

検証実験においては，作業者の危険を正しく検知することが可能であることが確認された．  

今後は本研究で開発した危険検知システムを実際の現場に適用し，その有用性を検証する．

また，本システムの発展的な活用方法として，作業者と本システムのインタラクションの

あり方も含めて検討を進める予定である． 

 

C-3．分担研究 3：『メタ認知能力向上のための教材ツールの開発と評価』 

他者の作業動画を評価し，自身の作業を振り返るプロセスを経た結果，メタ認知能力が

向上する可能性が示唆された．特に準備段階や脚立上での作業において，メタ認知群が安

全性の向上傾向を示した．自己評価の正確性にも課題が残り，統計的に有意差は認められ

なかった点は，サンプルサイズの制約や，実験環境が実際の現場と異なることが影響して

いる可能性がある ． 

「脚立の安全な使い方ワークブック」の教育効果の測定では，参加者は脚立使用ルール

の認知率が向上し，他者の作業評価を通じて自身の安全性に対する自己評価が有意に低下

した．これは参加者が自身の欠点を認識し，行動をより厳しく振り返るようになったこと

を示しており，メタ認知能力の向上が示唆された． 

本研究における二つの実験から得られた知見は，建設現場での脚立作業の安全性向上に

向けた教育手法の有効性を示唆している．第一の実験では，他者の作業動画を評価し自己

の作業を振り返ることがメタ認知能力及び作業の安全性を向上させる可能性が見られたが，

統計的に有意な差は確認できなかった．これはサンプルサイズの制約や実験環境の限界に

よるものである可能性がある．第二の実験では，ワークブックを通じた学習が参加者の脚

立使用に対する認識と行動にポジティブな影響を与えたことが明らかになった． 

これらの結果は，教材を用いた教育が脚立作業の安全性を高めるために有効であり，特

に自己振り返りと他者評価を組み合わせることの重要性を示している．しかし，自己評価

の正確性向上や長期的な行動変容を図るためには，さらなる研究と改善が必要である．今
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後は，これらの教育手法をさらに発展させ，より広範囲な実践的応用を目指すべきである． 

 

D．結論 

令和 5 年度は分担研究１～3 を実施した． 

まず「行動前」に着目したアプローチについては分担研究 1『建設作業者の安全行動を

促進する安全教育ツールの試作』を行った．建設作業者を対象としたインタビュー調査

（令和 3 年度）と質問紙調査（令和 4 年度）の成果をもとに，建設作業者の安全行動を促

進する安全教育ツールとして，建設作業者が労働災害に遭った後の自己や他者への影響を

イメージするための安全教育ツールの原案を作成した．さらに，ハウスメーカーA 社の安

全担当者へのヒアリング調査をもとに安全教育ツールの試作版を作成した． 

また，「行動後」に着目したアプローチについては分担研究 2『動画像解析を用いた脚立

作業の危険検知システムの開発』と分担研究 3『メタ認知能力向上のための教材ツールの

開発と評価』を行った．分担研究 2 では，まず脚立の立ち方と設置位置が脚立作業の安全

性と効率性に及ぼす影響に関する先行研究をもとに，脚立作業の危険作業について検討し，

作業者の重心が中心からずれることにより作業がやりにくく，所要時間が長くなることが

わかった．次に，この結果をもとに危険検知システムを開発・設計した．撮影された動画

像から作業者と脚立を検出し，脚立の立ち方と重心位置を推定して，外れ値検出プログラ

ムにより，この入力データが安全作業か危険作業かを判定するというものであった．実験

室実験では，開発したシステムにより作業者の危険を正しく検知することが可能であるこ

とが確認された． 

分担研究 3 では，作業者のメタ認知能力を高める教育手法と安全教材を開発し，その効

果を評価した．大学生を対象に，他者の動画を評価し自己の作業を振り返る行為が安全性

に与える影響を検証する実験を行い，メタ認知能力及び作業の安全性を向上させる可能性

が見られたが，統計的に有意ではなかった．これらの結果を踏まえ，「脚立の安全な使い

方ワークブック」を開発し，建設業に従事する脚立使用者を対象としたオンライン調査に

より効果を検証した．調査は自身の脚立作業の安全性を評価した後，他者のルール違反が

含まれる作業映像を見て映像中の人物のルール遵守状況を評価した．その後，自身の脚立

作業の安全性を再評価し，調査前後の自己評価の変化を分析した．その結果，参加者は脚

立使用ルールの認知率が向上し，他者の作業評価により自己評価が低下することが明らか

となり，メタ認知能力の向上が示唆された． 
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以上のように，令和 5 年度は，建設作業者の「行動前」と「行動後」のアプローチそれ

ぞれについて，建設作業者のリスクテイキング行動による労働災害防止のための研究成果

を得ることができた． 
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